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＜連絡事項＞

· 本日、15：00～30分ほどでbumon-home⇒暫定bumon-homeへ全ての仕事を移す作業を行う。作業中に、開くと内容が全て消えてしまう為、この時間内にはbumon-home内の仕事には手をつけない事。
· 大下　良悦様が最近母の介護や、弟が寝たきりで家の事をしなくてはいけない為という理由で欠席する事が多くなってきている。しかし、本人へ確認するとお母様は自分の身の回りの事は全て一人で行えていると話される為、自宅の様子について確認する。
＜利用者様情報＞

· 其田　淑子様～最近、歌っていることが多く本人へ振り返りを行うと、「歌わなくちゃいけないような気がする」と話されている。気分の高い様子も見られるようになっている為、様子観察し主治医へ報告をまめに行い、本人へ定期的に振り返りを行う機会を設けていく。

＜退院療養検討会議　報告＞

・晴山　美智子様　　統合失調症

　9月21日退院予定。退院後はデイケア通所。

　現在の様子…・入院前は100kg以上体重があったが、現在の体重77kg。

・食事は糖尿病ではないが、糖尿食20単位を摂取し、間食禁止。

・１日１時間水分摂取しながらウォーキングを行っているが、自主的に行うことは無くスタッフの声掛けをようしている。

・現在ストレスに感じていることは、「入院生活そのもの」と答えている。

　退院後について…・デイケアに通所すると本人は話されている為、目的について尋ねているが「（川口）律子さんに会いたいから」「リハビリの為」と答えられており、はっきりと答えることが出来ていない。

　　　　　　　　　・退院前に、両親に来院して頂き退院後の生活について話し合う場を設ける。その際に、デイケアのルール等についても説明を行う。

　　　　　　　　　・目標体重の設定を行い、これ以上増やさないというボーダーラインも設ける。

　　　　　　　　　・訪問看護の導入も考える。通所時だけではなく、自宅での様子についても把握する必要がある。（本人の思い通りに行かない事があると、母親に対して大声を出す等、威嚇的となることがある為）

　　　　　　　　　・本人からは就労の希望が聞かれている。

　　　　　　　　　・デイケア利用した際の担当は　中居　が行う。

＜ケア会議　報告＞

· 我満　奈津紀様　（33）　統合失調症

現在の問題点…①掃除が一人では上手く出来ない

　　　　　　　②娘様の斜視のリハビリを行っているが、上手く出来ない

　　　　　　　③娘様の左胸にしこりがある

改善策…①に対して

　　　　・定期的に青明舎スタッフが訪問し、一緒に掃除・片付けを行う。

　　　　　②に対して

　　　　　・気になるようであれば手術しても良いと眼科より説明受けている。今のところ、生活に支障は無いが、将来を考えるといじめの対象になるのではないかと考え不安。

　　　　　・もう少し様子を見ていく。手術をする上で必要なお金は、生活保護より支給されると説明は受けている。もし、手術を受けるのであれば、学校の事を考え長期休みの時に行う。

　　　　　③に対して

　　　　　・痛み等は無いと話されているが、気になるのであれば早目に外科を受診してみるように促している。

　　服薬は守ることが出来ている。食事も３食しっかりと摂取していると話される。

　　時折、胃が痛む事があるとの事で「煙草のせいかな」と話される為、煙草の本数を徐々に減らし

ていくように促している。

＜青山荘定例会議・検討＞

・番沢　政勝様～デイケアを１週間休む事が利用再開した際、本人にとって更にストレスとなるのではないか？

　　　　　　　　⇒　本人はそれを自覚している。以前、肺炎で長期欠席していた際にも通所しにくくなってしまったことがあった為、通所再開した際には、スタッフの関わりを多く持つように心掛ける。

・平　康子様～自炊するようになってから食事量が増加している。体重64kg→68.5kg

　　　　　　　⇒　・サンサン健康クラブを導入し、食生活の見直しを図る。

　　　　　　　　　・デイケアで、少しでも時間があると横臥していることがある為、運動（運動器具、歩行など）を促していく。

　　　　　　　　　・現在、通所前に3,000歩歩行してから来所するという目標が守れている為、今後も継続していく。又、歩数を増やしていく事も検討する。

　　　　　　　

＜青山荘定例会議・資料＞

・田名部　一樹様～職親利用に向けて薬剤調整しトイレの時間を調整しているが、まだ不安があると話されている。先週の外来で下剤を止めとし、漢方薬のみで様子を見ているが、排便に対しての焦りを訴えて来られている為、青山荘から焦らず様子を見るようにアドバイスしている。排便のコントロールが上手くいかない場合には、職親の時間を調整して導入する事を検討する。

・大久保　康弘様～青山荘では特に目立った様子は無い。周囲のメンバーに対して追い詰められたように交流をもたれていることがある。自主活動の役員につき、頑張りすぎる傾向が見られている。

・村田　昭一様～落ち着いて過ごされている。９月17日の家族教室にお兄様が出席する為、その時に

グループホームの見学や、入居費などのお金の面についての詳しい説明を予定して

いる。

・奥山　以依子様～9月10日に青山荘行事でバイキング亭へ出かけている。場所が分からないのに先頭を歩いている事あり、周囲を見ないで歩く為に車にぶつかりそうになることがあった。

・袴田　淑子様～服薬は守られている。入浴日を決めているが自主的に入浴する事は無く、スタッフの声掛けを要している。

・田澤　勝敏様～バイキング亭へ出かけているが、カレーのみ食べている。他の物も食べるように促すと、「腹八分目です」と答えられている。

・中居　松男様～退所についてソワソワしている事があり、担当の職員へ「携帯電話買いたい」と話してこられたり、通帳を持ってきて「この分(40万)あるから４年は持つ、年金あるから」と話される。４年後はどうするのか尋ねると「年金があるから大丈夫だ」とつじつまの合わない発言聞かれている。

・関　秀治様～土曜に他メンバーとカラオケ行って楽しかったと話されているが、バスの路線やバス停の位置について不安があると話されている。

　　　　　　　仕事について、青明舎と連携をとり行っていく。青森市で行っている職能評価について本人へ説明すると「やってみたい」と話されている。17日の家族会の際に両親がみえる為、確認後に実施する。

　　　　　　　体調については、特定の俳優を見ると頭痛がすると訴えあるが、日常生活には支障は無い。

・平　康子様～10日バイキング亭へ行き、食べ過ぎることがあるが、スタッフの制止にも止まることなく食べている。帰ってきてから、「ちょっと食べ過ぎた」と話されている。

　　　　　　　現在体重68.5kgあり、食事を作る量を決める事が出来ないのであれば、自炊を止めることを説明している。

　　　　　　　金銭のやりくりは何とかできているが、今月末で重度医療が切れる為、今まで支払うことのなかった医療費を支払わなくてはいけなくなる。その為に、今後更に遣り繰りについて厳しくしていく。退所に向けて、グループホームの体験を考えていく。

・番沢　政勝様～表情冴えない事が多く、自炊や就労前準備段階プログラムのことが負担になっている様子がある。又、退所についても不安があり今週の外来で入院したいと話される。２～３週間前に「死ね」と幻聴が聞こえてきたり、部屋の壁から突然笑い声が聞こえてきたと訴え聞かれている。14日、ご家族を交えて面談を実施。１週間デイケアや青山荘でのプログラム等を休んで様子を見ることとしている。本日ハ、本人より「入院したくない」との発言聞かれている。

・清水　泰雅様～デイケアへの遅刻は変わらずあるが、青山荘での行事は遅れることなく準備されている。リスパダール減薬後は、朝の眠気が楽になったと話され、夜も眠れているが二度寝は変わらない。来週、再度バスの乗り方について練習を行う予定。

・関口　禅様～肩の痛みが強くなってきたとのことで、西村整形受診しリハビリを受けてきている。時折、表情硬く、空笑見られている。今月30日に八戸赤十字病院の消化器内科受診予定。

・巴　勇樹様～今後の事について「仕事をしたい」「体力をつけたい」と希望聴かれている。しかし、運動促しても拒否されている。職親については「無理」と話されているが、幸房については興味のある様子見られている。

